
第２学年生活科学習指導案 

日 時：平成２４年９月２８日（金）３校時 

学 級：男子１３名 女子８名 計２１名 

授業者：角館 絵美 

 

１ 単元名 もっとなかよしまちたんけん（東京書籍P６７～７６） 

 

２ 単元について 

（１） 教材について 

本単元は，学習指導要領の内容（３）「自分たちの生活は地域で生活したり働いたりしている

人々や様々な場所とかかわっていることが分かり，それらに親しみや愛着をもち，人々と適切に

接することや安全に生活することができるようにする。」，（８）「自分たちの生活や地域の出来事

を身近な人々と伝え合う活動を行い，身近な人々とかかわることの楽しさが分かり，進んで交流

することができるようにする。」に基づいて構成している。 

本単元は，１学期の単元「どきどきわくわくまちたんけん」につながる単元であり，再度まち

探検に出かけ，地域の人々や場所とかかわる活動を中心に学習を進めていく。１学期に出会った

地域の人々や場所とのかかわりを深めたり，新たな場所や人々との出会いでかかわりを広げたり

する中で，地域のよさに気付き，自分たちが生活している地域の人や場所への愛着を深めること

をねらいとしている。また，学習活動を通して地域の人々と適切に接したり，地域で安全に楽し

く生活したりしようとする態度を育てることもねらいの一つとしている。 

 

（２） 児童について 

   児童は，生活科の学習に興味をもって意欲的に取り組んでいる。１学期のまち探検では，グル

ープ毎に行ってみたい場所や会ってみたい人などを決めて探検し，地域の場所や人の様子につい

て学んだ。普段行っている場所や会ったことのある人でも，詳しく観察したり質問したりするこ

とで新たな気付きが多くあった。この学習を通して，地域にはさまざまな場所があり，自分たち

の生活とかかわっていることに気付くことができた。また，「次は○○へ行ってみたい。」という

ように，地域への興味・関心も高まっていると言える。 

しかし， 地域の「人」より商店などの「場所」への興味・関心が高く，地域で生活したり働

いたりしている人にはあまり目が向いていない。また,探検が「楽しかった。」だけで終わったり，

自分が行った場所や会った人のことだけで完結していたりと気付きが十分に広がったり深まった

りしていない様子も見られる。 

 

（３） 指導にあたって 

本単元の指導にあたっては，次の点に留意しながら進めていく。 

一つ目は，地域の場所だけではなく，生活したり働いたりしている人にも焦点を当てることで

ある。今回のまち探検の計画段階でも，児童から商店などの場所についての発言が多く出てくる

と予想される。その場合には，教科書の絵に注目させたり，その場所を利用する人やそこで働く



人の様子ついて気付かせたり考えさせたりするような言葉がけや発問をすることで，児童の意識

を人とのかかわりに向けさせるようにしていく。そうすることで，地域の場所だけではなく，人

のよさにも気付くことができるようにする。 

   二つ目は，児童の気付きを全体に広めたり，気付きの質を高めたりすることである。そのため

に，探検に行く際は質問を準備するなど児童が視点をもって行くようにさせる。また，１度目の

探検後のふり返りでは，地域の人の思いや工夫について考えさせるような言葉がけを行い，新た

な視点をもって再度探検に出かけるようにさせる。さらに，単元の最後にまち探検のことについ

て伝え合う活動を行い，それをいろいろな形で表現させることでその質を高めたり，一人一人の

気付きを共有することで気付きを広げたり高めたりすることができるようにする。 

   これらの点に留意することによって，地域のよさに気付き，地域の人々や場所への愛着を深め，

人々と適切に接したり安全に生活したりする児童を育てることができると考える。 

 

３ 単元の目標と評価規準 

   地域で生活したり働いたりしている人々と交流する活動を通して，自分の生活が地域の人々や

場所とかかわっていることや地域のよさに気付き，地域への愛着を深めるとともに，地域の人々

と適切に接したり地域で安全に楽しく生活したりすることができるようにする。 

生活への関心・意欲・態度 
活動や体験についての 

思考・表現 

身近な環境や自分についての 

気付き 

地域で生活したり働いたりして

いる人々と進んで交流したり適

切に接したりしようとしてい

る。 

地域で生活したり働いたりして

いる人々や場所と自分とのかか

わりや地域のよさについて考

え，それを自分なりの方法で工

夫して表現している。 

自分たちの生活は，地域で生活

したり働いたりしている人々や

場所とかかわりをもっているこ

とが分かり，地域のよさに気付

いている。 

 

４ 単元の指導・評価計画（１２時間扱い） 

※「キャリア」の欄は「勤労観・職業観」「豊かな人間性」に関わる項目があれば記載 

小単元名 

（時数） 
目 標 評価規準 関 思 気 

キ
ャ
リ
ア 

まちたんけん

の計画を立て

よう 

（３） 

○１学期のまち探検や夏休みに

地域でかかわった人や体験し

たことを伝え合う中で，もう

一度まち探検に出かけたいと

いう思いをもつことができ

る。 

・これまでにかかわった人や場

所について進んで話したり，

聞いたりしようとしている。 

 
○    

○会ってみたい人を決め，探検

の計画を立てることができ

る。 

・相手や場に応じた行動につい

て考え，活動の計画を立てて

準備をしている。 

 ○   



まちの人に会

いに行こう 

（３） 

○まち探検で地域の人とかかわ

る中で，地域で生活したり働

いたりしている人々や場所が

自分の生活にかかわっている

ことに気付き，さらに地域の

人とかかわりたいという思い

をもつことができる。 

・地域の人や場所に進んでかか

わろうとしている。 

・地域の人との適切な接し方を

考えている。 

・地域で生活したり働いたりし

ている人や場所が，自分の生

活にかかわっていることに

気付いている。 

○ ○ ○ 勤 

もっとまちの

人となかよく

なろう 

（３） 

○再度探検に行き，地域の人と

繰り返しかかわる中で，地域

への思いや仕事の工夫に気付

き，自分たちの地域にいる

人々や場所に親しみをもつこ

とができる。 

・探検でかかわった地域の人々

や場所ともっと親しくなる

ために進んでかかわろうと

している。 

・地域の人と自分の生活とのか

かわりについて考えている。 

・地域で生活したり働いたりし

ている人の地域への思いや

仕事の工夫に気付いている。 

○ ○ ○ 勤 

なかよくなっ

た人のことを

しょうかいし

ょう 

（３） 

本時（３／３） 

○地域でなかよくなった人のこ

とを伝え合う活動を通して，

自分たちの地域のよさに気付

くことができる。 

・探検でかかわった地域の人々

のことをふり返り，自分なり

の方法で表し，友達に伝えて

いる。 

・自分たちの地域のよさに気付

いている。 

 ○ ○ 勤 

まちでさがそ

う 

（時間外） 

○地域の施設の工夫やマークな

どを探す活動を通して，みん

なが使いやすくするための工

夫やその大切さに気付くこと

ができる。 

・地域にはさまざまな人々が生

活していることに気付くと

ともに，みんなが暮らしやす

くするための工夫があるこ

とに気付いている。 

  ○  

 

５ 本時の指導 

（１） 目標 

地域でなかよくなった人を伝え合う活動を通して，自分たちの地域のよさに気付くことが 

できる。【気付き】 

 

（２） 評価規準と手立て 

 満足できる 「満足できる」に満たない児童への手立て 

気
付
き 

自分たちの地域のよさに気付くことができる。 教師と共に発表をふり返りながら，地域のよさ

に気付けるようにする。 



（３） キャリアの視点 

 

 

（４） 展開 

段 

階 

学習活動と主な発問 予想される児童の反応 

指導上の留意点 

評価 

導
入 

５
分 

１ 本時の課題を把握す

る。 

 

 

○すてきな人はどんな人

ですか。 

 

２ 発表会の進め方につ

いて確認する。  

○発表会の進め方を確か

めましょう。 

 

 

 

 

 一生懸命な人 

 優しい人 

 まちのことを考えている

人 

 がんばっている人 

 前時までの学習を振り返り，本時で

は，友達の発表を聞いてまちの「す

てき」をさらに発見していくことを

確認する。 

展
開 

３０
分 

３ 発表会を行う。 

① 発表 

② 質問や感想 

③ メモ 

 

＜発表グループ＞ 

・はまゆり子ども園 

・松葉時計店 

・給食センター 

・銭袋床屋さん 

・金子美枝さん 

・古馬ヤエ子さん 

 探検に行ったグループ毎

に発表する。 

 他のグループの発表を聞

きながら，すてきだと思

った人をメモしていく。 

 友達の発表を聞くときには観点を与

え，ワークシートに書き込みながら

聞くようにさせる。 

 児童が発表した地域のよさを「ふだ

いのすてきマップ」にまとめる。 

 

 

キャリアの力  ：◎人生設計力 ○勤労観・職業観 

         「身近で働く人々の様子について興味・関心をもつ。」 

キャリアのねらい：仲良くなった地域の人を紹介し合う活動を通して，地域で働く人々の様子に興

味・関心をもつ。 

 本時の指導では，まち探検で仲良くなった人を紹介し合う活動を行い，自分たちの地域には様々

な仕事をしている人がいることに気付かせ，働く人々の様子や思い，仕事の工夫などに興味・関心

をもつことで地域への愛着を深めたり，自己の将来や職業について考えたりするきっかけの一助と

し，キャリアの力を育成したい。 

キャリアとの関連 

キャリアとの関連 

 働いている人についての発

表を聞き，いろいろな場所で働

いている人がいることに気付

いたり，働く様子に興味・関心

をもったりする。 

まちのすてきな人をしょうかいし合おう。 



ま
と
め 

１０
分 

４ 友達の発表を聞いて

分かった地域の「すて

きな人」を発表する。 

○友達の発表を聞いて，す

てきだと思った人とそ

のわけを発表しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

５ 完成した地図を見合

い，感想を発表する。 

○「まちのすてきマップ」

を見て思ったことや気

付いたことを発表しま

しょう。 

 私は，宇部さんがすてき

だと思いました。どうし

てかと言うと，子ども達

のことを一生懸命考えて

献立を作っているからで

す。 

 ぼくは，古馬さんがすて

きだと思いました。どう

してかと言うと，普代を

きれいにするためにお花

をたくさん育てているか

らです。 

 

 普代にはすてきな人がた

くさんいていいなあと思

いました。 

 もっとすてきな人や場所

を見つけたいです。 

 

 全ての発表を聞き，その中で自分が

最もすてきだと思った人を選び，そ

のわけをワークシートに記入させ，

発表させる。 

 

 

 

 

 児童が発表したわけの部分を取り上

げ，地域のよさについての気付きを

共有できるようにする。 

 

 

 完成した地図を見合い，感想や気付

いたことを発表させることで，さら

に地域のよさに気付き，地域への愛

着をもてるようにする。 

 １学期の探検と比べさせ，地域の人

とのかかわりが深まっていることに

も気付かせる。 

 

（５） 板書計画 

 

 

  いっしょうけんめい，やさしい，まちのことを考えている 

まちのすてきな人をしょうかいし合おう。 まちのすてきマップ 

はまゆり子ど

も園の先生 

【気付き】自分たちの地域のよさ

に気付いている。 

（ワークシート・発言） 

栄養士の 

宇部さん 

松葉時計店の

松葉さん 

お花を育てる

名人の古馬さ

ん 

読み聞かせの

金子美枝さん 

銭袋床屋さん

の銭袋さん 


